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出演者

高田瑠璃子
H26年カンボジア

青少年活動

元青年海外協力隊員
NPOピースウィンズ・

ジャパン
（国際協力NGO）

今村 蓉子
H23年タンザニア
村落開発普及員

元青年海外協力隊員
㈱ビィ・フォアード
（海外への自動車
輸出・販売）

若尾 健太郎
H16年グアテマラ
村落開発普及員

元青年海外協力隊員
㈱ユニココ代表取締役

（まちづくり）

川端 元維

キャリアと組織の
コンサルタント

梅本 次長

青年海外協力隊事務局

村山 千代

司会進行

3



キャリアを広げるターニングポイントとなる経験とは

1.
広がるキャリアの選択肢

4



これまでの私のキャリア
× ＝

私だけの未来の
キャリア
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国・文化の違いを
越えて働く経験

社会・地域に
貢献する経験

自ら目的を決め
仕事を創る経験
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2.
キャリアを広げた
JICAボランティア経験者
の紹介
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カンボジアで子どもの
心の教育に挑む

高田瑠璃子

#青少年活動
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NPO法人
ピースウィンズ・ジャパン

(国際協力NGO）

教育委員会
事務職員

9



カンボジアの中学校の
運動会開催による生徒会活動の
活性化
音楽指導などを通した情操教育の
向上

要請内容
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配属先の教育局の職員と連携し、
現場を視察
→体育や音楽が専門の指導者不足
→授業に教員が来ない・生徒がいな
いという悪循環

現地の問題/状況
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自分が取り組むと決めた課題／挑戦

子どもの情操教育、子どもの自主性
や協調性を育む
→体育や音楽活動を活性化させる
→運動会を実施する
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自分が行った課題解決策

中学校に運動会を提案
→生徒会活動、体育の授業をお手伝
い

→生徒会活動の活性化
中学校、ユースセンターでピアノ・
ギター教室を開く
→情操教育の充実
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得られた結果

生徒会役員がリーダーシップを発揮し
だした。
cf.ほかの生徒をまとめたり、生徒会役員としての役割を理解して行動

できるようになった。

クラスがまとまるようになった。
運動会がイベントとして盛り上がった。
（プラスα効果）（就学率の向上に貢献？）

音楽の技術向上＋音楽を演奏する楽しみ
を伝えることができた。
学校以外の「居場所作り」に貢献できた。
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今の自分のキャリア

NPO法人ピースウィンズ・ジャパン

事業担当
アフリカ、中東の難民支援
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タンザニアの地方都市で
女性グループの収入向上に挑む

今村蓉子

#村落開発普及員
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㈱ビィ・フォアード
マーケティング

貿易会社
貿易事務
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要請内容

タンザニアの女性グループが
つくる手工芸品の販路開拓と輸出化
による収入向上

18



現地の問題/状況

「売れる商品を作って稼ぐ」という
感覚がメンバーに足りていない

→品質の向上やニーズの把握に
取り組んでいない。

→売上から得た利益をビジネスの
発展のために投資していく計画
がない。
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自分が取り組むと決めた課題／挑戦

“売れる”商品を作り、得た利益をど
のように運用していくかメンバーた
ちが計画を立てられるようにする
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自分が行った課題解決策

ワークショップ開催と新商品の
開発

営業マンとして販路開拓
得た利益の使い方に関する
アドバイス
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得られた結果

メンバー自身で帳簿をつけ、
得た利益をどのように運用していくか
ディスカッション・計画できるように
なった
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今の自分のキャリア

株式会社ビィ・フォアード

デジタルマーケティング

23



グアテマラの高地の農村で
所得向上と復興支援に挑む

若尾健太郎

#村落開発普及員
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㈱ユニココ
代表取締役

（まちづくり会社）

TDCソフトウェア
エンジニア/SE
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要請内容

グアテマラでの農山村振興
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現地の問題/状況

情報と技術がうまく回っていない
→例えば、トマト栽培に関する技術、トマト
ハウスを建てられる人

支援される地域の偏在
→プロジェクト企画・情報と技術を活用する
コーディネーターの不在
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自分が取り組むと決めた課題／挑戦

ハリケーンによる土石流被害などの
緊急支援と防災対策
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自分が行った課題解決策

二次災害防止のための植林活動

災害防止のための環境教育
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得られた結果

地域の協力体制の構築： 現地
被害地域の復興： 現地
環境教育の必要性の認識： 現地

プロジェクトマネジメント能力の向上
（資金調達、企画、運営）：自分
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今の自分のキャリア

株式会社ユニココ
代表取締役

地域振興コンサルタント
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3.
キャリア視点での
JICAボランティア
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世界各国の課題に挑戦する、
唯一無二の「キャリア」。

JICAボランティアとは

JICAボランティアの仕事は、開発途上国からの要請によって、
職種も活動も様々なものがあります。
共通するのは、自ら課題を発見し、現地を巻き込み、解決して
いく、ということ。
決して簡単ではないけれど、そこにはきっと、あなたしか出せ
ない答えがあるはずです。
そしてだからこそ広がるキャリアが帰国後にはあるのだと思い
ます。
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JICAボランティアから広がるキャリア
2015年度帰国ボランティアの進路状況

就職内訳(446名)

帰国後の就職率：82.4%
（2015年度帰国隊員。現職参加復職含む）

各種特別措置制度採用自治体数
（JICAボランティア経験を評価し、採用時に配慮する制度）

•自治体職員：63自治体
•教員：37自治体
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キャリア・チェンジの例

手工芸品メーカー▶キルギス／手工芸▶ (一社)日本防災プラットフォーム

障がい者施設▶スーダン／理学療法士▶ NPOコミュニティライフ
（障害児支援）

自動車販売店(整備士) ▶エルサルバドル／自動車整備▶日本精機㈱営業職

救急救命看護師▶セネガル／看護師▶㈱スマイル・ライフを起業
（訪問介護・看護）

IT企業▶ベリーズ／PCインストラクター▶ドイツ建設機器製造会社日本支社

銀行▶ラオス／理数科教師▶開発コンサルタント会社（教育分野）

建築事務所▶フィジー／都市計画▶国連ボランティアを経て
ユニセフ・キルギス代表

35



4.
質疑応答
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5.
さいごに
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いつか世界を変える力になる。
JICAボランティアは帰国後の活躍が期待されます。

「もっと世界をよくしたい」その個人の思いをサポートし
てきたJICAボランティア。
そして、そんな同志が待っているJICAボランティアという
チームです。ぜひ強い意志を持って、参加してください。
帰国後も、ぜひその思いを成し遂げるために２年間の経験
を活かして活躍してほしいと思っています。
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JICAボランティアの詳しい情報は

JICAボランティア

2018年度春募集、応募期間

4月2日(月)  ～ 5月1日(火)
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